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要旨 

  

2016 年に発生したカテゴリー５の台風ニパルタックは甚大な社会的影響をもたらした。

この台風ニパルタックは急発達(RI)を伴い、42 時間当たり風速は最大で 51m s-1 増加し、

最低海面気圧が 74hPa 低下した。７月３日 12UTC を初期値とした Coupled 

Ocean/Atmosphere Mesoscale Prediction System－Tropical Cyclone（COAMPS-TC）を

用いたリアルタイム予報は、ニパルタックの経路や強さを良く再現し、急発達過程も捉えて

いた。急発達には１次循環、２次循環、海面エンタルピーフラックスと中層の対流加熱との

間における正の相互作用が重要であった。シミュレーションにおける赤外輝度温度から得

られた台風の構造は、ひまわり８号から得られたものと類似していた。しかしながら、予報

における内部コアはかなり広く、リアルタイム予報の５kmという粗い解像度によるものと

推測された。 
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